
て調査をしています。今後ともよろしくお願い致します。

渡戸 ありがとうございました。そろそろ閉じたいと思います。今日は第1部、

第2部を通じて、いろいろな報告、意見交換、あるいは情報提供があって、とて

も3時間に収めるのは難しかったです。終了後に名刺交換などをされて、今後の

つながりをつくっていただければと思います。

今日は自治体の担当者と「町田国際交流センター」の職員、それから、そこで

活動されているボランティアや市民団体の方など、いろいろな立場からお話しい

ただきました。行政と市民団体、あるいはボランティアとの関係性をつくるとき、

やはり行政の担当者がキーになると思います。市民団体の側は行政のことをよく

勉強すると同時に、いろいろな知恵を出して行政担当者をどう巻き込むかが重要

です。

市民が行政マンを育てるという側面がある。全国の地域で頑張ってきたところ

はだいたいそうです。中には少し行政組織からはみ出している行政マンが面白い

ことをやって、それに市民がついてくるというパターンもありますが、頑張って

きているところは「市民協働」が土台になっている。市長さんが代わっても、そ

れが変わらないくらいのものをつくっていくことが大事ではないかと思います。

また、「広域連携」ですが、今日はその実例になったと思いますので、私たち

もこれをステップに皆さんと協力しながら、このプロジェクトを続けていきたい

と思います。

塩原 一言だけ申し上げておきたいと思います。東外大の多言語・多文化教育研

究センターがなぜ設立されたかといえば、それは先ほども申しましたが、大学そ

のものがいかに社会に対して自らを開いていけるのかということです。今日のテ

ーマは行政のくくりを超えた連携、市民活動ですが、その中に大学がいかに入っ

ていけるのかということも重要です。

そういう意味で、今日ここでさまざまな議論を聞かせていただきながら、単に

ホストとしてここでふんぞり返っているのではなくて、ここでのネットワーキン

グ、ここで生じるであろうつながりというものに、キャンパスはここから少し離

れていますが、東外大としていかに参加させていただけるのかということを考え

ています。そういう意味で、今日はすごく参考にさせていただきました。では、

最後に渡戸先生から。

渡戸 今日は本当にありがとうございました。この会場を世話していただいた、

「町田国際交流センター」の関係者にお礼を申し上げます。これで閉会にしたい

と思います。
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